
TYPE: FCM/FCD/FC 

FCNZB/BC/SU4/SU4W 

-S / F V ﾎﾟｰﾄ流量調整弁 OPERATION MANUAL 

*ねじ込み型                                                  *ﾌﾗﾝｼﾞ型  
(上記部品表の材質はBC-S/Fのものです。その他の型式の材質につきましては納入図を参照願います)  

構造:
Vﾎﾟ ﾄー流量調整弁は、一般的に流体の流量を調整する為に使用します。

本製品は、玉形弁の一種であり、ﾊﾝﾄﾞﾙを回転させることによりV型の

開口部をもったﾃﾞｲｽｸが上下し、流量を制御します。またﾛｯｸﾊﾝﾄﾞﾙで調

整位置を保持することができます。

配管・取付け時の注意: 
1．操作・点検・修理などのｽﾍﾟｰｽを充分考慮して配管してください。 

2．調整弁の取付け姿勢は水平配管に直立、または縦配管に水平に取り

付けるようにしてください。 

3．調整弁の取付前に、接続管内部の砂、ｺﾞﾐ、切り屑などの異物を完

全に除去してください。 

4．調整弁は、流体の流れに対する取付方向が限定されますので、ﾎ ﾃ゙ﾞ

ｨ-に表示された流れ方向を確認して適正に取り付けてください。 

5．ねじ込み型調整弁を配管する場合は、ﾊ ｲ゚ﾌ゚ 側のねじ部にｼｰﾙ材など

を用いて接続してください。また、取付作業においては調整弁本体

にﾊﾟｲﾌﾟﾚﾝﾁを掛けることは絶対にしないで下さい。調整弁ﾎﾞﾃ ｨ゙‐の

変形・損傷を起こし、外部漏れの原因となる恐れがあります。 

6．ﾌﾗﾝｼﾞ型調整弁の取付作業は、調整弁と配管の芯出しを行い、ﾎﾞﾙﾄ

の締め付けの際には、片締めを避ける為に対称方向に締め付けてく

ださい。 

御使用上の注意:
1．調整弁の取付け後は、配管ﾗｲﾝ上の弁を全て全開にしてﾌﾗｯｼﾝｸﾞを行

なってください。ﾌﾗｯｼﾝｸﾞ中はﾊﾝﾄﾞﾙを絶対に開閉しないでくださ

い。ｺ ﾐ゙・ｽｹｰﾙ・異物などが調整弁内部に取り込まれ、ｼｰﾄ漏れの原

因となる恐れがあります。 

2．調整弁の運搬・保管中に、ﾊﾟｯｷﾝの応力緩和による締付け圧力の低下から、

ﾊﾟｯｷﾝ部より漏れが発生する事が考えられます。必ずご使用前に、ﾊ゚ ｯｷﾝ

押さえﾅｯﾄ及びｸ゙ ﾗﾝﾄﾞﾎ゙ ﾙﾄのﾅｯﾄをﾊﾝﾄ゙ ﾙ操作が重くならない程度に増し締

めしてください。ｸﾞﾗﾝﾄ゙ 部の締付けは、均等な力でｸ゙ ﾗﾝﾄﾞが水平になるよ

うに締付けてください。 

3．調整弁の開閉操作は、鉄棒やﾊﾝﾄ ﾙ゙回しなどの使用は避け、必ず手で行っ

てください。 

4．流量の設定を行った場合には、必ずﾛｯｸﾊﾝﾄ゙ ﾙを確実に締付けてﾛｯｸしてく

ださい。 

清掃・点検上の注意： 

1. 定期点検は２年毎に必ず行ってください。ﾊﾟｯｷﾝの劣化などにより漏れが

発生する可能性があります。 

※漏れが生じた場合は、ﾊ ｯ゚ｷﾝを交換して下さい。その際は納入図書の材

質と同一のものを使用してください。また、一度圧入したﾊﾟｯｷﾝ類は再使

用しないで下さい。 

2. ﾊﾟｯｷﾝの交換やﾒﾝﾃﾅﾝｽの目的で調整弁を配管から取り外し作業をする際

には、必ず配管内の圧力が下がっている事を確認してから作業してくだ

さい。 

3．取り外しの際には、調整弁を落とさないように注意してください。 

4. 分解前には、必ずｲﾝｼﾞｹｰﾀの目盛指示を記録しておいてください。 

5. ﾊﾟｯｷﾝの交換は、取り付け部を清掃し、ｽﾃﾑ摺動部にｷｽﾞがないことを確

認した上で行ってください。 
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